
 １月２２日・2３日の２日間、新卒者を対象に「私の看護」の研修を実施しました。
この研修では、新卒者が患者との関わりの中で、印象に残っていることや気がかりな
ことについて検討を行いました。研修後のアンケートでは、「自分の看護実践を振り
返ることができ、自分の傾向に気付くことができた。」や「事例を共有することで、
自分では気付けなかった視点に気付くことができ、看護の視点が広がった。」といっ
た感想がありました。新卒者研修での最後のグループワークということもあり、研修
者は率直な意見交換ができ、多くの学びや刺激が得られたようでした。 

 今回の研修は、新卒者の皆さんの集大成といえる研修となったのではないでしょうか。 
教育担当者としても、この１年で新卒者の皆さんの成長を実感することができ、嬉しく感じ
ています。 
 新人教育に関して、何かご意見やご要望などがありましたらお気軽にご連絡ください。               
                           看護職キャリア支援 教育担当  

 グループワークでは、
活発な意見交換が行わ

れました。 

患者とのコミュニケーション
や、信頼関係を築くことの大
切さを再認識できました。 

自分の行った看護の良かった点につ
いても振り返る機会となりました。 安全・安楽のために、患者

の生活に合わせた環境整備
の大切さを学びました。 

全体会では、患者の個別性を考慮した関わりや、患者理解の大切
さなど、多くの学びを共有することができました。 

患者の非言
語的な訴え
を理解する
ことや、家
族ケアの重
要性を学び
ました。 

＊インフルエンザ予防でマスクをしています 


